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1．はじめに  

 コンクリート構造物の長寿命化を図るため、コン

クリート表面含浸材(以下、含浸材と称す)による予

防保全が注目され、遮水性や遮塩性に関する多くの

成果が報告されている。しかしながら、中性化抑制

効果についての検討事例は少ない例えば 1)2)3)4)。特に、

中性化が進行した既存のコンクリート構造物に含

浸材を塗布した場合の中性化抑制効果については

検討されていない。 

 以上の背景を踏まえて本研究では、中性化抑制に

対する含浸材の有効性を未・既中性化コンクリート

の供試体を用いた中性化促進暴露試験によって検

討することとした。 

 

2．実験手順 

2.1 供試体概要  

図 1 に供試体概要を示す。35 年間に亘り供用され

た RC 床版から貫通コアを採取し、長さおよび断面

方向に 1/2 に切断し、切断面(未中性化部)と既中性

化部からなる半円状の供試体(径 85 の 1/2×長さ

45mm)を作製した。含浸材を塗布する面(図 1 の右

図上面)以外をエポキシ樹脂で被覆し、二酸化炭素の

侵入を防いだ。 

2.2 実験ケース  

 含浸材の種類および既中性化供試体における含

浸材塗布前の中性化深さを表 1 に示す。含浸材は、

中性化抑制効果が高いと報告されている材料から

選定し、5 種類のシラン系含浸材および 2 種類のけ

い酸塩系含浸材を用いた。また、中性化の抑制効果

を比較するために無塗布のケースを設けた。 

2.3 含浸材の塗布および暴露方法 

供試体の表面水率が 5.0%の状態で、含浸材を塗布

した。その直後の 2 週間は、温度 20℃、湿度 60％ 

  

 

の乾燥気中で養生した。さらに、CO2 濃度 5%、温 

度 20℃および湿度 60%の環境下で、32 週間に亘り

中性化促進暴露を行った。 

2.4 測定方法 

8 週間の暴露後、測定面を被覆するエポキシ樹脂

を一旦削り取り、暴露したコンクリート面へフェノ

ールフタレインアルコール溶液を噴霧した。既中性

化供試体では、塗布前の中性化深さと比較し、中性

化進行深さとした。その後、再度測定面をエポキシ

樹脂で被覆し、32 週目まで暴露し、前述の手順で中

性化進行深さを測定した。 

 

85mm

約45mm

42.5mm
塗布面

測定面

 

図 1 供試体概要 

 

表 1 含浸材種類と塗布前の中性化深さ 

含浸材 

記号 
含浸材分類 

既中性化供試体の 

塗布前の 

中性化深さ(mm) 

S1 

シラン系 

11.5  

S2 20.5  

S3 20.5  

S4 11.3  

S5 16.1  

K1 
けい酸塩系 

18.4  

K2 17.2  

無 無塗布 13.4  

 

 

 

 
キーワード 含浸材，未中性化，既中性化，中性化進行抑制率 
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3．実験結果 

図 2 と図 3 に暴露 8 週間および暴露 32 週間での

中性化進行深さを示す。図 2 によれば、未中性化供

試体では、何れの含浸材を塗布したケースでも無塗

布と比べて中性化進行深さは低減することを確認

できた。しかしながら既中性化供試体では、S1、S2

および K1 を除く塗布ケースでは、無塗布より中

性化進行深さは増加した。図 3 によれば、未中性

化供試体では、何れの含浸材でも、無塗布と比べて

中性化進行深さは低減することを確認できた。しか

しながら既中性化供試体では、S1 および S2 を除く

塗布ケースでは、無塗布より中性化進行深さは増

加した。 

無塗布に対して含浸材を塗布することで中性化

進行が抑制される割合を「中性化抑制率」として図

4 に示す。すなわち、 [中性化抑制率(%)＝1－(含浸

材を塗布した供試体の中性化進行深さ／無塗布の

中性化進行深さ)×100]である。なお、プロット位置

が右上にあるほど、高い中性化抑制効果を有してい

ることを意味する。図 4 によれば、横軸に関しては、

全てのプロットが正に位置することが認められる。

したがって、未中性化供試体では、何れの含浸材を

塗布したケースでも、無塗布と比較し中性化抑制効

果を有していることが明らかになった。しかしなが

ら、縦軸に関しては、負に位置するプロットも認め

られる。すなわち既中性化供試体では、半数以上の

含浸材を塗布したケースで、無塗布と比較して中

性化抑制効果は低いことが確認された。言い換え

れば、S1 と S2 を除いては、含浸材を塗布すること

により中性化は進行したことになる。 

 

4．まとめ  

未中性化のコンクリートに対しては中性化進行

抑制効果のある含浸材であっても、既中性化のコン

クリートに対して塗布する場合には、塗布しない

場合よりも中性化の進行が促進することもある

実験事実が確認された。 
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図 2 暴露 8 週間の中性化進行深さ  
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図 3 暴露 32 週間の中性化進行深さ 
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図 4 無塗布に対する中性化抑制率 
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